
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○木が育った 
○森 を感じること 

 
～木育事例集 2～ 

 
 
 
 
 

「何でもいいから板を持ってきて、組み立てて箱作って・・というのが従来の木工。 

 

でも、 

 

それがどんな木材でどんな森から持ってきたかということを、 

木をもって語れたり伝えられたりするのが木育だと思う。」 

 

 

 

 

 

 



 

はじめに 

 

「木が育った森を感じること～木育事例集２～」をお手にとっていただきありがとうご

ざいます。 

とはいえ、みなさんは 「木育（もくいく）」という言葉を知っていましたか？ 

 

「木育」は、平成 16 年にここ北海道で生まれた言葉です。 

 

木育とは、子どもをはじめとするすべての人々が、『木とふれあい、木に学び、木と生き

る』取組です。それは、子どものころから木を身近に使っていくことを通じて、人と、木

や森とのかかわりを主体的に考えられる豊かな心を育むことです。 

 

どうでしょう？ なんとなく、素敵な取組だなと思っていただけましたか？ 

でも、この木育の取組を実践していくためにはどうしたらいいの・・・？ 

と、思ったみなさん、心配しなくても大丈夫です！！ 

なぜって、北海道には全道各地に『木育マイスター』がいるのですから。 

 

『木育マイスター』は、北海道が開催する「木育マイスター育成研修」を受講し、認定

された、木育プログラムの企画立案や指導、アドバイス、コーディネートができる木育の

スペシャリストです。 

この事例集は、「木育ってどんなこと？」、「木育って何をしたらいいの？」というみなさ

んに参考にしていただけたらと思い、木育マイスターによる、様々な施設（幼稚園、保育

所、商業施設など）における木育活動（木育プログラムの実施）などについて取りまとめ

たものです。 

みなさんも、お気に入りの「木育活動」を見つけて、ぜひ実践してみてください。 

全道の木育マイスターが、きっとみなさんの力になりますよ！！ 

 

平成 24 年 6 月 

北海道水産林務部林務局林業木材課 
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木木育育活活動動普普及及促促進進事事業業  

  

  

  

  

区 分 年月日・場所・指導者 実施概要 

 平成24年3月4日（日） 

コープさっぽろ岩見沢東店（岩見沢市） 

木育マイスター會田めぐみ、河岸さおり 

木に親しんでもらうため、木のおもちゃの遊びのほ

か、絵本の読み聞かせ、木のコースターづくりを実

施しました。 

 平成24年2月17日（金） 

松葉幼稚園（札幌市） 

木育マイスター源真紀、後藤菜摘子 

タネから木に成長し、伐って加工すると、材になる

という話の後、木のスプーンづくりを行い、木の感

触や匂いを感じてもらいました。 

 平成24年2月25日（土） 

寿都保育園（寿都町） 

木育マイスター櫻井善文、中村裕 

遊具を使った遊びの紹介や、使用している木の種類

の学習、バードコールの作成、げんきの森で冬の森

林について学習をしました。 

 平成24年2月1日（水） 

白雪幼稚園（登別市） 

木育マイスター大橋祐介 

森林の役割と大切さについてお話した後、木の良さ

を体感してもらうために、木のコースターづくりを

行いました。 

 平成23年10月4日（火） 

夢の国幼稚園・保育園（浦河町） 

木育マイスター中村裕 

ピスカリの森で、絵本の読み聞かせや冬芽の観察な

どを行った後、幼稚園に戻り、落ち葉で絵をつくり

、ラミネート加工しました。 

 平成24年１月25日（水） 

浦河フレンドようちえん（浦河町） 

木育マイスター中村裕、櫻井善文 

木の卵により、素材感と森と木の関係を伝えた後、

木の活用方法を学ぶため、ペレットストーブ燃焼体

験や、おがこあーとをしました。 

 平成23年12月4日（日） 

大門キッズスタジアム（函館市） 

木育マイスター鈴木正樹 

森づくりから木材利用までの森林循環を伝えるた

め、紙芝居、道南杉コースターやリースづくり、木

のおもちゃ体験等を実施しました。 

 平成23年12月9日（金） 

フィール旭川もりもりパーク（旭川市） 

木育マイスター大和正枝 

親子が一緒になって、道産材木製フォトスタンドを

使ったスクラップブッキングをしました。最後にト

ドマツのイーゼルに飾って完成。 

 平成23年12月4日（日） 

古丹別保育所（苫前町公民館）（苫前町） 

木育マイスター大和正枝 

木のおもちゃに触れる体験の大切さを伝えた後、経

木を使ったクリスマスカードづくりを行い、木の感

触に触れてもらいました。 

 平成24年2月1日（水） 

ひまわり保育園（美幌町） 

木育マイスター丹野雅人 

森づくりから、木材利用までの森林循環を伝えるた

め、紙芝居の読み聞かせを実施しました。 

 平成23年11月12日（土）～13日（日）

イオンモール釧路昭和（釧路市） 

木育マイスター鈴木憲太郎 

「木育」の説明の後、木の置き台や、木のマグネッ

トづくりを行い、様々な種類の木の色、香り、硬さ

の違いを体験して頂きました。 

 平成24年3月7日（水） 

標津双葉保育園（標津町） 

木育マイスター柴田智幸、萩原寛暢、菊地三奈 

遊具での遊び、絵本の読み聞かせ、屋外での活動な

どから、「樹木（森）」と「材（おもちゃ）」のつ

ながりを知ってもらいました。 

 

 

木育遊具導入施設等へ、「木育マイスター※」など、木育に関する指導者を派遣する事業 
・木育遊具の活用と、木工体験・森林観察体験等を組み合せた木育活動の実施 
・木育遊具導入施設における継続的な木育活動の企画提案 

※木育マイスター 
北海道が認定する、木育を普及させる専門家。ある分野（森のこと、木工についてなど）の専門的知識を持ち、企
画力やコーディネート力のある方。自分の得意分野でない活動をする際には、その分野に強い方の協力を得てプロ
グラムを組み立てるようにします。学校や団体から依頼があれば、木育プログラムの企画立案や運営実施のアドバ
イスやプロデュースをします。自らアクティビティを行う場合もあります。 



虹虹色色、、茶茶色色、、声声色色がが、、  
温温かかいい空空間間ををつつくくりりだだすす  
～音と色、そしてみんなの笑いが息づいている空間～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１いろいろな木製遊具に触れる ２絵本の読み聞かせ ３道内産シラカバやサクラの輪切りを使ったコースターづくり 

 

木育活動の流れ                  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大小様々な木製遊具が揃えら

れ、絵本の読み聞かせや、色と

りどりの工作など、「木育」を

きっかけとした、人のつながり

を作ることができました。 

 

木のおもちゃで遊ぼう  

「レインボーブロック」、「タマ

コロファミリー」、「コロコロ柄

付き」など、乳児向けの様々な

小型木製遊具から、カプラ（積

み木）など、その使い方に様々

な工夫が必要な

木製遊具などを

並べることで、

遊具に触れる年

齢層を考慮し、それぞれがじっ

くりと遊んでもらえる空間づ

くりを意識しました。【木育マ

イスター會田・川岸】（写真１） 

 

木工教室でコースターづくり 

道内産のシラカバとサクラの

間伐材を輪切りにしたものに、 

 

 

ポスターカラーで絵を描きま

す。 

2 つの木の色の違いなどが楽し

めます。【空知林務課・森林室】

（写真３） 

 

くるくるレインボーづくり 

竹ひごに、カラ

ーテープを 2 箇

所でとめて作り

ます。遊び方

は？それは「発

見」するのです。【ハッピーレ

インボープロジェクト】 

 

絵本の読み聞かせなど 

このほか、絵本の読み聞かせや、

パネルシアター、手品、腹話術

なども実施され、幅広い年齢層

が楽しめるイベントになりま

した【ハッピーレインボープロ

ジェクト】（写真２） 

１ ２ 

３ 

平成 24 年 3 月 4日 10:30～11:30 

コープさっぽろ岩見沢東店（岩見沢市 5条 12丁目 8）

準備 
・木製遊具は、木育マイスターの

所属する聖十字幼稚園を通じて

レンタル。 

・絵本はハッピーレインボープロ

ジェクトが準備。 

・木のコースターやクルクルレイ

ンボーの作成に係る資材は、振

興局林務課・森林室が準備。 

 

実施 
・「木のプール」や、小型の木製

遊具の遊びを通じて、木のぬく

もりを感じてもらいました。 

・絵本の読み聞かせ、道産材の輪

切りを使ったコースターづく

り、クルクルレインボーづくり

など、絵本や工作の楽しさを知

ってもらいました。 

 

参加者 
・約 300 名（子ども・大人）。 

・木育マイスター會田氏、河岸氏、

ハッピーレインボープロジェク

ト松川氏ほか 9名。 

・空知総合振興局林務課・森林室。 

<施設運営者の感想＞
次年度以降も、管内の他店でも

同じようなイベントの開催を

検討していきたい。 

空知総合振興局 

-4- 



木木とと材材ののつつななががりりをを、、  
手手稲稲のの人人ととののつつななががりりにに  
～木製遊具から木材へ、そして樹木へ、葉へ、タネへ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１木育マイスターの源氏による木のスプーンづくり ２ニレのタネ、ハッパって？ ３１つ１つがみんな違うスプーンが完成！ 

 

木育活動の流れ                  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
お雛様も飾られるホールで「木
育教室」はスタート。 
野外に設置したツリーハウ
スの「ニレ材」と、「ニレの木」
を組み合わせることや、木のス
プーンづくりを通じて、「材」
と「木」の関係を知ってもらう
木育活動になりました。 
木育マイスターの所属する
「手稲さと川探検隊」の協力も
頂き、今後の地域のつながりも
期待できます。 

 
この木どんな木？  
松葉幼稚園の設置された木製
遊具「ツリーハウス」の土台に
使われている「ニレ」について、
「ハルニレ」の写真と、冬にな
る前にとっておいた「ハルニ
レ」の「葉」、「タネ」ともに紹
介しました。 
そして、木がどこからスター
トするのかを意識してもらう
ため、様々な樹種のタネを準備
して紹介（ドイツトウヒ、オニ
グルミ、キハダ、カツラ、ニホ
ングリ、カシワ・・・）、する
とともに、その用途につい
て・・・人が食べる（オリーブ 
 

オイル、クミンなどの香辛料、
コーヒー豆）、リスなどの動物
に食べられた松かさ・・・も紹
介しました。【手稲さと川探検
隊鈴木】（写真２） 
 
木のスプーンづくり 
木のスプーンに紙やすりをか
けたあと、エゴマ油を塗り完成
させました。 
作るにあたっては、途中で木
の匂いや感触を感じてもらう
時間を設ける他、力を入れすぎ
て壊さないよう見守りも重視
して取り組みました。 
最後に、各家庭にあるスプー
ンと木のスプーン
の食べくらべを提
案しました。【木育
マイスター源、後
藤、手稲さと川探
検隊スタッフ】（写真１、３） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ ２ 

３ 

平成 24 年 2 月 17 日 10:30～11:30 

松葉幼稚園（札幌市手稲区新発寒 5条 9丁目）

準備 
・木製遊具は、丸善木材の「ツリ
ーハウス」を松葉幼稚園が購入。 
・木製遊具に使われている、ニレ
の木のタネなどは、手稲さと川
探検隊が準備。 
・スプーンづくり等の資材は、振
興局林務課が「草の実工房もく」
などから手配。 
・イベントに向けて関係者で数回
打合せ。 
 
実施 
・タネからどんな木になって、そ
れを加工すると材になるという
ことを、実際の木やタネを示し
ながらお話しました。 
・木工作は、木のスプーンに紙ヤ
スリをかけた後、エゴマ油を塗
って完成。木の手触りや匂いを
五感で感じ、各家庭にあるスプ
ーンと木のスプーンの食べ比べ
を提案しました。 
 
参加者 
・園児（年長）67 名と先生 2名 
・木育マイスター源氏、後藤氏、
手稲さと川探検隊鈴木氏、及び
スタッフ。 
・石狩振興局林務課・森林室。 

<指導者の感想＞
木のスプーンつくりでは、ブナとサク
ラの材を使用していましたが、事前に
ブナとサクラの葉っぱと種を園児に
実際に見て、触れてもらうことで木と
材のつながりを感じてもらえるよう
に意識しました。また、作るときは木
の匂いや感触など五感も意識し伝え
るよう配慮しました。 
  ～木育マイスター源、後藤

<施設運営者の感想＞
次年度以降も、木育マイスター

を活用する方針 

石狩振興局 

-5- 



夏夏ににはは見見ええなないいもものの、、  

聞聞ここええなないいももののががたたくくささんんあありりまますす  
～冬の森にも、不思議がたくさんあります。～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１げんきの森でルーペを使って冬芽の観察 ２地元の広葉樹を使ったバードコールづくり ３雪に残っている動物の足跡クイズ 

 

木育活動の流れ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

冬の森についての学習と実地
観察を通して、冬芽や動物の足
跡を見て知る「視覚」の試みに、
バードコールづくりによる木
の感触や音など「触覚・聴覚」
を加えることで、より人間の五
感を働かせることを意識した
「木育」の取組になりました。 

 
冬の森林の学習 
冬の森林について学ぶため、絵
本「ふゆめがっしょうだん」で
冬芽の紹介をしました。また、
雪に残っている動物の足跡に
ついて、パワーポイントを使っ
たクイズ形式の学習、ファイバ
ースコープを使って木材の表
面を拡大し、導管や年輪が木の
種類により違っていることの
学習をしました。【木育マイス
ター櫻井・中村】（写真３） 
 
バードコールをつくろう 
バードコールは、広葉樹などの
堅い木の木片に、ドリルで真ん
中にネジ穴をあけ、その穴にね
じ穴より少し大きい小型の丸
環ネジをねじ込むことで鳥の
さえずりのような音を出して 

 
 
鳥を寄せつけ
るものです。 
今回の工作
では、（広葉樹にドリル穴をあ
らかじめ空けておき）ねじ穴に、
丸環ネジを何度も繰り返しね
じ込み、金属音が「鳴き声」に
なる状態を確かめた後、持ち運
べるように丸環部分に紐を付
けて首からぶら下げられるよ
うにしました。【寿都町役場】
（写真２） 
 
冬の森の観察をしよう 
室内学習のキーワード「冬芽・
冬の森」を実際に確かめるため、
湯別地区のげんきの森で、ルー
ペなど使って観察をしました。 
また、動物の足跡探索や、バ
ードコール遊びで、冬の森を楽
しみました。【木育マイスター櫻
井・中村、寿都町役場】（写真１） 
 

１ ２ 

３ 

平成 24 年 2 月 25 日 10:00～14:00 

寿都保育園（寿都町字開進町 187番地 1）

<指導者の感想＞
お天気もわりと良くて、お外で足跡観

察や木登りをしました。みんな元気

で、追いつくのがやっとでした。 

今度は夏の森を楽しみたいですね。 

～木育マイスター櫻井

準備 
・寿都町役場と木育マイスター、
振興局が事前に電話・メール等
で数回打合せ。 
・木のプールやカプラなどの木製
遊具は、施設がレンタル。 
・バードコールは寿都町、絵本や
パワーポイントは木育マイスタ
ー、プロジェクターやパソコン、
ファイバースコープなどは振興
局林務課がそれぞれ準備。 
 

実施 
・冬の森林について学ぶため、絵
本の読み聞かせや、動物の足跡
クイズをしました。 
・ファイバースコープを使った観
察や、地元の広葉樹を使ったバ
ードコールづくりをしました。 
・湯別地区のげんきの森に移動
し、冬の森の状況や冬芽の観察、
動物の足跡探索、作ったバード
コール遊びで楽しみました。 
 

参加者 
・園児と保護者等 14 名。 
・木育マイスター櫻井氏、中村氏、
寿都町役場。 
・後志総合振興局林務課。 

<施設運営者の感想＞
今後も、山・川・海を中心とし
た木育活動を継続していきた
い。ただ、木育活動を継続的に
指導できる者の確保が必要。 

後志総合振興局 
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木木にに二二度度目目のの生生をを  
おおくくっっててももららううたためめにに  
～森や木は、生き物や人間にとって無くてはならない大切なもの～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１木育マイスターの大橋氏による絵本の読み聞かせ ２木のコースターづくり ３作成したコースターとバットなど木製品の展示 

 

木育活動の流れ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

絵本で「木をめぐる自然の移り
かわり」を伝え、アオダモの幹
やバットなどで、「木は木材に
なってまた生まれ変わる」こと
や、「森や木は生き物や人間に
とってなくてはならない大切
なものという意識」を伝えまし
た。 

 

森林の大切さを知ろう 

自己紹介で、子どもたちとの距
離を縮めるともに、絵本「いっ

ぽんの木」の読み聞かせにより、

木を中心とした自然の移り変

わりや森の大切さを伝えまし

た。【木育マイスター大橋】（写真１） 

 

木のコースターをつくろう 

輪切りにした木を活用して、コ
ースターをつくりました。コー

スターには子どもたちに自分

の好きな絵を描いてもらい、そ

の後に自分の作品を一人ずつ

発表しました。最後は作品を玄

関に展示し、来園者にも関心を

もっていただきました。【木育

マイスター大橋】（写真２、３） 

 

 

 

身近な木製品を知ろう  

大きく成長し
た木は、伐採し

製品になるこ

とにより「木は

木材になって

また生まれ変わる」ことをアオ

ダモの幹やバットなどを用い

て紹介しました。 

また、木

のコースタ

ーづくりや

木の砂場な

どの木製遊

具で遊ぶこ

とを通して、木のぬくもりにふ

れあいました。【木育マイスタ

ー大橋、胆振林務課】 

 
 

１ ２ 

３ 

平成 24 年 2 月 1日 10:00～11:10 

白雪幼稚園（登別市登別本町 2丁目 25-8） 

<指導者の感想＞
実際に木に触れることで、木のぬくも

りや重さを感じてもらうことができ、

これからも木に親しみを持ってくれ

たらうれしいです。今後は、屋外で五

感を使って活動できたらいいですね。

季節ごとの自然遊びも楽しいですよ。

～木育マイスター大橋

準備 
・施設管理者と木育マイスター、
振興局が事前に電話・メール等
で数回打合せ。 
・木のプールなどの木製遊具は、
登別市からレンタル。 
・バットやバードコールなどの木
製品は振興局林務課が準備。 
 

実施 
・森林の大切さを伝えるため、絵
本の読み聞かせをしました。 
・アオダモのバット、バードコー
ルなどを紹介するとともに、木
のコースターづくりを通して森
で育った木々は身近なものに利
用されていることなどをお話し
しました。 
・木の砂場などの木製遊具のコー
ナーを設け、自由に木にふれあ
ってもらいました。 
 

参加者 
・園児（年長）21 名と先生 3名。 
・木育マイスター大橋氏。 
・胆振総合振興局林務課。 

<施設運営者の感想＞
木育マイスターやその所属の
NPO 法人登別自然活動支援組
織モモンがくらぶ（登別市ネイ
チャーセンター「ふぉれすと鉱
山」）と接点ができたことで、
機会があれば木育行事を行い
たい。 

胆振総合振興局 
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森森のの季季節節のの移移りり変変わわりりをを感感じじてて、、  
ややささししささややたたくくままししささがが深深ままりりまますすよよううにに  
～冬芽がモコモコしているのは、冬の間凍らないようにするためなんですよ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１木育マイスターの中村氏（右）と助手の櫻井氏（左）による絵本の読み聞かせ ２落ち葉のラミネート加工 ３園内の木製すべり台 

 

木育活動の流れ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

秋の好天にも恵まれ、野外での
冬芽の観察と、室内での落ち葉
のラミネート加工を組み合わ
せることで、木そのものに親し
んで貰う木育活動になりまし
た。木育マイスターの綿密な木
育プログラムもポイントです。 

 
森の中で絵本を読んでみよう 
絵本「ふゆめがっしょうだん」
等で、これから観察を行う冬芽
についての興味を引き出しま
した（初対面の木育マイスター
と園児との抵抗感をなくす意
味もあります）。その際、幼稚
園にある木製すべり台やピア
ノが木でできていることを話
し、木を身近に感じてもらうよ
う心がけました。【木育マイス
ター中村、櫻井】（写真１） 
 
冬芽（木の芽）をみてみよう 
ナナカマドやオニグルミの冬
芽を虫眼鏡で観察したり、触っ
てみたりして、ベトベトしてい
たり、フサフサしているのを実
感してもらい、冬でも木が生き
ていく仕組みであることを学 
習してもらいました【木育マイ
スター中村・櫻井、日高林務課】 

 
落ち葉をあつめてみよう  
「ピスカリの森（浦河町げんき
の森）」の中を歩いて、シャク
ナゲやプラタナスの落ち葉を
拾い、その葉が
何の木の葉な
のか、また、落
ちている木の
実が何の木の
実なのかなど、木について、さ
らに興味を持ってもらえるよ
う働きかけました。【木育マイ
スター中村・櫻井、日高林務課】 
 
落ち葉で絵を描いてみよう 
幼稚園に戻り、自分で拾った落
ち葉で絵を作る（ラミネート加
工）ことで、秋の日の森林体験
の思い出にしてもらいました。
【木育マイスター中村・櫻井、
日高林務課】（写真２）

１ ２ 

３ 

平成 23 年 10 月 4 日 10:00～13:30 

夢の国幼稚園・保育園（浦河町堺町西 1丁目 11-21）

<指導者の感想＞
「五感」をキーワードに屋内、屋外そ
れぞれで楽しめるプログラムを考え
ました。 
それまで園児向け木育教室の経験
があまりなかったので、色々と準備を
して臨みましたが、子ども達の行動力
や想像力の大きさに、こちらが学ばさ
れることばかりでした。みんなとても
いい子たちで、楽しかったです。 

～木育マイスター中村

準備 
・木製すべり台（写真３）は、園
の新設に合わせホールに設置。 
・施設管理者と事前に数回打合せ
を行うとともに、「ピスカリの
森」の植栽を確認。 
・資材のうち、絵本と冬芽は木育
マイスターの中村氏らが準備、
観察に使う虫眼鏡やラミネータ
ーは振興局林務課が用意。 
・木育活動の全体を把握するた
め、中村氏が実施計画書（木育
のプログラム）を作成。 
 

実施 
・「ピスカリの森」で、絵本「ふ
ゆめがっしょうだん」の読み聞
かせの後、虫眼鏡で冬芽の観察
と、落ち葉拾い。幼稚園バスで
園に移動後、拾った落ち葉をラ
ミネート加工しました。 
 

参加者 
・園児（年長）36 名と先生 2名。 
・木育マイスター中村氏、助手櫻
井氏（H23 木育マイスター）。 
・日高振興局林務課。 

<施設運営者の感想＞
これまでも森林散策や、どんぐ
り拾い、落ち葉のプールなど、
木育活動をしてきたので、今後
も積極的に取り組んでいきた
い。ただ、先生方も木に関する
知識が多くないため、教えてく
れる人がいると有り難い。 

日高振興局 
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木木ののタタママゴゴのの温温かかささとと、、  
ペペレレッットトスストトーーブブのの暖暖かかささにに触触れれるる  
～木は、タマゴにも、燃料にも、絵の材料にもなるんです～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１木育マイスター櫻井氏によるペレットストーブの燃焼実演 ２木育マイスター中村氏による「木のタマゴ」の説明 ３おがこあーと 

 

木育活動の流れ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

きりん形のペレットストーブ
を屋外で燃焼し、立つ煙を見た
り、じゃがいもを焼いて食べる
など、冬の寒さを忘れる楽しい
木育活動になりました。 

 
絵本を読んでみよう 
絵本「おちばい
ちば」の読み聞
かせにより、木
（と、木育マイ
スター）への興
味を引き出しました。【木育マ
イスター中村・櫻井】 
 
木のたまごに触れてみよう 
北海道産の 10 種類の木で作っ
た「木のタマゴ」を見せ、触っ
てもらうことで、木の色や匂い、
重さ、温かみがあることを知っ
てもらうとともに、樹種によっ
て、それらが全て違うことを感
じてもらいました。【木育マイ
スター中村】（写真２） 
 
ペレットストーブって知ってる？  
屋外に設置した、キリン形のペ
レットストーブの周りに集ま
り、木質ペレットを見て触れ 
 

 
 
てもらうとともに、実際にスト
ーブにペレットをくべ、火をつ
けて燃焼実演をしました。そし
て、グリル台でジャガイモを焼
きみんなで食べました。ペレッ
トが焼ける煙と匂い、そのスト
ーブの形に興味津々です。【木
育マイスター中村・櫻井】 
 
身近な木に触れてみよう  
幼稚園の周囲にある木で、冬芽
などのお勉強をしました。【木
育マイスター中村・櫻井】 
 
おがこで絵を描いてみよう 
園に戻り、おがこあーとを実施
しました。日高の製材工場で出
た端材の板に、思い思いの絵を
おがこで描いてもらいました。
【木育マイスター中村・櫻井、
日高林務課】（写真３）

１ ２ 

３ 

平成 24 年 1 月 25 日 10:00～11:30 

浦河フレンドようちえん（浦河町旭町 42-1）

<指導者の感想＞
煙突の煙は初めてという子どももい
て、やってよかったなと思いました。
わたくしが一生懸命焼いたおいもを
「おいしい！」といってくれて、 
ものすごくうれしかったです。また遊
びに（いえ、木育に）行きたいです。
ありがとうございました。 

～木育マイスター櫻井

準備 
・木製遊具「木のタマゴ」（写真２）
や、絵本、「屋外型ペレットスト
ーブ」（写真１）は木育マイスタ
ーの中村氏らが準備。 
・「おがこあーと」など資材一式
は振興局林務課が用意。 
・木育活動の全体を把握するた
め、木育マイスターが実施計画
書（木育のプログラム）を作成。 
 

実施 
・絵本「おちばいちば」の読み聞
かせを行った後、「木のタマゴ」
についてのお話をしました。 
・屋外型ペレットストーブの燃焼
実演をするとともに、園の周囲
の木のお勉強をしました。 
・ペレットストーブで焼いたじゃ
がいもの試食と、「おがこあー
と」で楽しみました。 
 

参加者 
・園児（年長）28 名と先生。 
・木育マイスター中村氏、櫻井氏。 
・日高振興局林務課。 

<施設運営者の感想＞ 
木育教室の内容については、と
ても楽しめ、興味を持ってもら
えたようで、とても良かった。
小さい頃から木に親しみを持
つという木育については、重要
だと思っているので、今後も
様々な形で活動をしてみたい。 

日高振興局 
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郷郷土土のの樹樹木木でで楽楽ししみみ、、  
自自然然のの恵恵みみをを感感じじるる  
～函館の市街地に、道南の森の恵みがあふれました～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１木育マイスターの鈴木正樹氏による紙芝居 ２リースづくり ３どうやってここまで積んだのか・・・道南杉の積み木 

 

木育活動の流れ                  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
木育マイスターはじめ、施設、
地元企業、その他関係者の緻密
な事前準備の成果か、悪天候に
もかかわらず500人近くの参加
を頂くなど大盛況でした。 
木育を伝えようとする各々の
強い思いが伝わってきます。 

 

紙芝居 

森林づくりから木製品ができ
るまでの行程を紙芝居で紹介

しました。紙芝居の枠も当然

「道南杉」です。（写真１） 

 

木製遊具コーナー 

道南杉で作った積木の他、木の
プールなどを設置しました。木

の良い香りが施設を包みます。

（写真３） 

 

松ぼっくりツリーづくり・リースづくり 

道南地域で採れる松ぼっくり
を、ツリーにみたてて飾り付け。

松ぼっくり（着色済）やツルで

クリスマスリースを作りまし

た。（写真２） 

 

 

 

道南スギコースターにお絵かき 

道南杉の四角板に、マジックで
絵を描くコースターづくりを

しました。 

 

木育・地材地消パネル展 

木製遊具の周囲に木育・地材地
消ポスターを常時掲示するこ

とで来場者に対し木育をＰＲ

しました。 

 

芽森氏とあそぼう 

森林づくりのイメ
ージキャラクター

芽森（めもり）氏

が出現しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ ２ 

３ 

平成 23 年 12 月 4 日 10:00～17:00 

大門キッズスタジアム（函館市若松町 20-1） 

準備 
・木製遊具「道南杉の積み木」（写
真３）は、大門キッズスタジア
ムが購入。木のプールは認定こ
ども園どんぐりからレンタル。 
・リースづくり等の木工作の資材
は、振興局林務課・森林室で近
隣の山林で収集、塗装。 
・イベントに向け、資材搬入や手
配、関係者で 10 回近く打合せ。 
 

実施 
・森林づくりから木材利用までの
循環プロセスを伝える木育教室
を開催。 
・木製遊具での遊びや、松ぼっく
り・ツルなど活用した工作体験
を通じ、様々な森の恵みに触れ
てもらいました。 
 

参加者 
・施設利用者数約 600 名のうち
500 名が木育教室に参加 
・木育マイスター鈴木氏、大門キ
ッズスタジアム、(株)ハルキ、
認定こども園どんぐり、芽森氏。 
・渡島総合振興局林務課・森林室。 

<指導者の感想＞
今回は小学校低学年以下の子供た
ちをターゲットにしてイベントを行
いました。木は身近にあり、木を使っ
て楽しいことができる、そして木は大
事なもの、ということを伝えればとい
う思いから様々な体験活動を用意し
ました。子どもたちには、木々に関心
を持ち続けてもらい、将来、地元の木
を活用しよう！と思える大人になっ
て欲しいと思います。今後は子どもた
ちの思いが途切れないよう、小学校高
学年～高校生までもが行えるイベン
トを行いたいです。 

～木育マイスター鈴木正樹

<施設運営者の感想＞
「道南杉の積み木」設置場所の
周囲に木育・地材地消ポスター
を常時掲示することで、引き続
き、来場者に対し木育をＰＲす
るとともに、施設職員の意識を
高め日常的な活動の中に木育
を取り入れていく。 

渡島総合振興局 
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作作っったた記記憶憶がが、、  
木木ととととももにに残残るるここととをを願願っってて  
～飾り付けの道具に、道産材を感じさせるこだわりが～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１道産材を使った木製フォトスタンドづくり ２木育マイスター大和氏による木育のお話 ３スクラップブッキングの完成 

 

木育活動の流れ                  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
木製遊具などを設置した屋内
遊技施設での木育活動です。施
設に合わせて「工作資材もでき
るだけ地域の木でつくる」ため、
地元企業等と試行錯誤しまし
た。準備に一苦労したものの、
楽しいイベントにすることが
できました。 

 

木のおもちゃと木育のお話 

実際の木のおもちゃ（小型の木
製遊具）を提示するとともに、

その場で子どもたちに触れて

もらうことで、木を使ったおも

ちゃが子どもの教育に良いこ

とを親に伝えました。【木育マ

イスター大和】（写真２） 

お話の最中に、

子どもが木のお

もちゃを持って

いこうとするの

はご愛敬 

 

木製フォトスタンドづくり 

親子が一緒になって、道産材木
製フォトスタンドを使ったス

クラップブッキング（お気に入 

 

 

りの写真を飾るペーパークラ

フト。写真をアルバムに貼りつ

けるだけでなく、台紙にイラス

トやタイトルを添え、写真ごと

に思い出を書き綴る）をしまし

た。 

カラマツ三層パネルに色紙

を貼り、その上に経木（木を削

り取った薄い板のこと）を樹木

の形に切ったものや、お気に入

りの写真などを貼り、シールや

どんぐり、松ぼっくりなどで飾

り付けをします。最後にトドマ

ツのイーゼルに飾って完成で

す。【木育マイスター大和、上

川林務課】（写真１、３） 

１ ２ 

３ 

平成 23 年 12 月 9 日 10:30～15:00 

フィール旭川もりもりパーク（旭川市 1条通 8丁目 108） 

準備 
・木のプールなどの木製遊具は、
もりもりパークの施設運営者で
ある(株)こどもクラブが、平成
23年 6月のオープンに合わせて
旭川家具協同組合等と打ち合わ
せて設置（旭川市からの委託）。 
・スクラップブッキングの資材
（トドマツのイーゼルやカラマ
ツ三層パネルなど）は振興局林
務課が林産試験場や、地元の製
材会社などの協力を得て作成。 
 

実施 
・木のおもちゃを使った木育につ
いてのお話の後、道産材を使っ
た、木製フォトスタンドづくり
を親子で楽しみました。 
 

参加者 
・40 組の親子（午前・午後の計）。 
・木育マイスター大和氏、(株)こ
どもクラブ。 
・上川総合振興局林務課、水産林
務部林業木材課。 

<指導者の感想＞
イベントの準備期間としては、この
くらいがちょうど良いと思います。年
1回のイベントなどは、大々的に準備
するのも良いですが、準備期間が長い
と、あれもこれもと収拾がつかなくな
る恐れがあります。 
2～3 ヶ月に 1 回などの定期的なイ
ベントとする場合は、材料の入手しや
すさや、会場設営の手間軽減など、ス
タッフ側の労務軽減も必要。あと、い
かに予算を抑えるかも大事です。 

～木育マイスター大和

<施設運営者の感想＞
施設に乳幼児も来るので、屋内
のイベントが良い。 
今回は、木を使ったイベントが
できてとても良かった。参加者
にもとても好評だった。 
今後も木育マイスターを活用
して、定期的にイベントを行っ
ていきたい。 

上川総合振興局 
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古古にに経経木木はは人人のの糧糧をを包包みみ  
今今はは人人のの心心もも包包みみまますす  
～冬の日本海が温かい心で包まれるように～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１木育マイスターの大和氏による経木を使ったクリスマスカードづくり ２木のおもちゃに触れる ３木の玉プール他、木製遊具 

 

木育活動の流れ                  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
苫前町で開催された「木のおも
ちゃワールド（平成 23 年 12 月
3 日～7日）」に、木育マイスタ
ーによる「木育教室」を取り入
れることで、「木とのふれあい」
を、より親子で深められるイベ
ントになりました。 

 
木のおもちゃの講話 
実際の木のおもちゃ（小型の木
製遊具）を会場に持ち込み、そ
の場で子どもたちに触っても
らうことで、木を使ったおもち
ゃが子どもの教育に良いこと
を親に伝えました【木育マイス
ター大和】 
 
クリスマスカードづくり 
経木（木を削り取った薄い板の
こと）を使ったクリスマスカー
ド作りをしました。木皮を色紙
にノリで貼り色紙で飾り付け
をしていきます。木皮の樹種を
いくつか用意することで、違っ
た色合いを楽しむことができ
ます。【木育マイスター大和】
（写真１） 
 
 
 

松ぼっくりツリーづくり 
松ぼっくりをツリーにみたて
て台座と接着、全体を飾り付け。
木製台座（枝等を輪切りにした
もの）や、松ぼっくりの着色は
事前に準備しておきました。
【留萌森林室】 
 
木のおもちゃに触れる 
木製遊具（木の玉プール、積み
木、輪投げ、くるま、木馬、つ
りセット等）で遊ぶことで、そ
の柔らかさや感触に親しめま
す。 
積み木はドミノのように並
べることで、遊びの幅を広げる
ことができます。【木育マイス
ター大和、留萌林務課・森林室】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ ２ 

３ 

平成 23 年 12 月 4 日 10:00～15:00 

古丹別保育所（苫前町公民館：苫前町古丹別 187-15） 

準備 
・木製遊具（写真３）は、「木のプ
ール」などを、林産試験場「木
路歩来」等からレンタル。 
・クリスマスカードづくりなどの
資材は、木育マイスターの大和
氏が準備。 
・苫前町、振興局林務課・森林室
で数回打合せ。 
 

実施 
・木育マイスターによる「木のお
もちゃの」お話の後、経木など
を使ったクリスマスカードづく
りをしました。 
・森林室により、松ぼっくりを使
ったミニツリーづくりをしまし
た。 
 

参加者 
・古丹別保育所等、施設周辺地域
の親子など 27 名 
・木育マイスター大和氏、苫前町 
・留萌振興局林務課・森林室。 

<指導者の感想＞
参加していた小学生が木の名前を
たくさん知っていて、これまで参加し
ていた「森歩き(?)」などの経験が生
かされているのだなあと感じました。
松ぼっくりのツリー作りや、クリス
マスツリー型のカード作りなど、とて
も熱心に参加していたと思います。 
工作で木に触れるだけではなく、山歩
きや森で過ごす経験は「木のこと」を
知ることにつながっていく・・・と、
良く理解できた活動でした。 

～木育マイスター大和

<施設運営者の感想＞
内容については、好評だったの
で、次年度も開催してほしい。 
※苫前町ではこの後、子育て支
援対策事業費補助金を活用し
て木製遊具を導入。 

留萌振興局 
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地地元元産産のの木木のの香香りりとと  
木木製製遊遊具具のの温温ももりりのの中中でで  
～新園舎のスタートにふさわしいイベントになりました～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１木製紙芝居の読み聞かせ ２木製遊具「キッズハウス」 ３木製遊具「木のプール」に埋もれます。 

 

木育活動の流れ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

道産材をふんだんに使った約

70m2 の木造園舎のオープンに

合わせて行われた、木の温もり

いっぱいの木育活動です。 

園児たちは紙芝居を楽しん

だ後、木製遊具での遊びに夢中

に・・・笑い声が響く保育園生

活のスタートなりました。 

 

森や木と私たちの生活のお話 

紙芝居（ロール式になっていて、
ハンドルを回すと絵が動きま

す。また、読み聞かせ方で伝え

ることに差が出ないようにす

るため、予め音声はデータで保

存し、CD で再生できるしくみに

なっています）の読み聞かせを

通じて、身近な森林や木製品、

施設に設置した木製遊具がど

のように私たちの生活と関わ

りを持っているかを伝え、森林

の大切さを感じ取ってもらい

ました。【木育マイスター丹野】 

 

 

 

 

 

 

 

木製遊具コーナー 

オホーツク木のプラザから、木
のプール、つりぼり、輪投げ、

積み木、引き車などの木製遊具

をレンタルし、長く園児に触れ

てもらえるよう 1週間ほど設置

しました（写真２、３）。 

また、期間中の 2月 5日には

新園舎の一般開放も実施して、

より多くの人に木の良さを知

って頂けるように配慮しまし

た。 

１ ２ 

３ 

平成 24 年 2 月 1日 11:00～ 

ひまわり保育園（美幌町字三橋南 32-5） 

準備 

・ひまわり保育園の新園舎完成に

合わせて、園が木製遊具をレン

タルし設置しました。（写真２、

３） 

・「木育教室」などのイベント全

体は、木育マイスターの丹野氏

がコーディネートしました。 

 

実施 

・紙芝居の読み聞かせ（写真１）

を通じて、身近にある森林や木

製品が私たちの生活とどう関わ

っているのか、また木製遊具を

通して木の持つ優しさや温もり

を感じ取ってもらいました。 

・木製遊具は 1 週間ほど設置して

継続して遊べるように配慮しま

した。 
 

参加者 

・園児や保護者など 100 名。 

・木育マイスター丹野氏。 

・オホーツク総合振興局林務課。 

<施設運営者の感想＞
イベントや期間中の遊具設置
は好評だった。木製遊具の良さ
を感じたため、今後もレンタル 
や木製遊具のある施設を積極
的に利用したい。 

オホーツク総合振興局 
 

<指導者の感想＞
今回は、幼稚園の新築園舎のオープ
ンに合わせて、木育遊具と、木育紙芝
居の読み聞かせを行いました。 
木育紙芝居は、森から木がどのよう
に消費者に届くかを、小さい子供でも
わかる様に、工夫しました。聞いてい
る子供達の真剣な表情が嬉しかった
です。紙芝居の終了後は、木育遊具で
元気に遊んでいる子どもたちが印象
的でした。 
紙芝居と木育遊具等のセットで、森
の役割、木材の大切を学んで頂く良い
機会であったと感じ、これからも各施
設にレンタル等を実施していきたい
と思います。 

～木育マイスター丹野
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地地域域のの森森へへのの関関わわりりがが、、  
人人ととののつつななががりりをを深深めめてていいくく  
～トドマツ、シラカバ・・・たくさんの木が生活の中で使われています～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１トドマツを使った花台づくり ２木育マイスターの鈴木憲太郎氏による「木育」のお話 ３木製遊具のコーナー 

 

木育活動の流れ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「2011 国際森林年記念イベン
ト『木育・森づくりパネル展』」
で実施された木育教室は、製材
業という木育マイスター自身
のこれまでの経験を生かし、幅
の広い活動となりました。 

 
木育のお話 
紙芝居「かんばつってな～
に？」で人参の間引きに例えて
間伐についてお勉強しました。 
「木育」について、まずは言葉
を覚えてもらうように心がけ
ました。【木育マイスター鈴木】
（写真２） 
 
花台づくり 
トドマツの花台づくりを実施。 
木材に触れてもらい、木工作を
体感してもらいました。 
木槌や電動ドライバーなど、
普段あまり触れない木工道具
に触れる機会になりました。
【木育マイスター鈴木、釧路林
務課】（写真１） 
 
木のコースターづくり  
木の輪切り（直径 8cm）の表面 
を磨き、表面に好きな絵を描い
て作る木のコースターづくり
をしました。 

 
樹種による樹皮や木部の色
の違いを体感してもらいまし
た。【木育マイスター鈴木、釧
路林務課】 
 
木のマグネットづくり 
四角い木片の角を紙やすりで
削り、丸みをつけてから裏にマ
グネットシールを貼って作る
木のマグネットづくりを実施。
ナラ、トド、カラマツの色合い
や、重さ、堅さが違うことを知
ってもらい、樹種による違いを
体感してもらいました。【木育
マイスター鈴木、釧路林務課】 
 
木製遊具コーナー 
スマートボールや木のプール、
ビー玉を転がして遊ぶ木の遊
具などを設置し、気軽に木製品
に触れてもらう機会をつくり
ました。【地域づくり広域プロジェ
クト環境保全型森づくり PT】

１ ２ 

３ 

平成23年 11月 12日～13日 10:00～16:00

イオンモール釧路昭和（釧路市昭和中央 4丁目 18-1）

<指導者の感想＞
イオンでの木育事業は、私にとって
も勉強になり、有意義な時間でした。
沢山の人達に「木」を知ってもらい、
「木」に触れ合ってもらう凄く良い機
会でした！ 今後のイベントも、事前
に告知を十分したうえで、子どもから
大人まで沢山「木」を知るきっかけに
なれば嬉しいと考えます。 
～木育マイスター鈴木憲太郎

準備 
・2011 国際森林年記念イベント
「木育・森づくりパネル展」と
して木製遊具（写真３）をレン
タル。 
・木育工作体験コーナーの講師と
して、木育マイスターの鈴木氏
に指導を依頼。 
・資材は振興局林務課で準備。 
 

実施 
・イオンモール釧路昭和の 1F サ
ンコートに木製遊具や工作体
験、パネル展の会場を設置。 
・木育体験工作コーナーでは、木
育のお話の他、シラカバ等を使
ったコースターや、トドマツを
使った花台づくりをしました。 
 

参加者 
・ 木育体験工作コーナーに600名。 
・木育マイスター鈴木氏。 
・イベント全体は、釧路町村会で
構成する地域づくり広域プロジ
ェクト環境保全型森づくり PT
と釧路管内市町村、くしろ森と
緑の会が主催。 
・釧路総合振興局林務課。 

<施設運営者の感想＞ 
お客さんにも好評だったが、施
設単独での開催は難しい。 
他用途でも使う都合上、木育ス
ペースの常設は難しいが、イベ
ントについては、次年度以降に
ついても協力していきたい。 

釧路総合振興局 
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仕仕事事をを通通じじたた木木ととのの関関わわりりとと、、  
思思いいをを伝伝ええるる道道具具たたちち    
～私たちは「木」と一緒にお仕事をしています。～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１薪ストーブで拾ってきた枯れ枝を燃やします ２たくさんの木製遊具が用意されました ３何の冬芽でしょうか？ 

 

木育活動の流れ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
木育マイスター3 人のそれぞれ
の「仕事」の技術を生かすこと
で、「樹木（森にある木）」と「材
（おもちゃ）」がつながってい
ることを感覚的に理解できる、
新しい木育教室になりました。 

 
おしごと紹介 
木育マイスターの自己紹介を
兼ねて、実際に仕事道具を見せ、
子どもたちに触れてもらいな
がら、3 人がそれぞれどのよう
な形で木に関わっているのか
を伝えました。【木育マイスタ
ー萩原・柴田・菊地】 

自然ガイド、大工、おもちゃコンサルタント 

 

木のおもちゃで遊んでみよう 
木製遊具でのままごと遊び（写
真２）などで木に触れるととも
に、遊びの時間中に「木育の玉
手箱」を活用して木について知
る機会を設けました。【木育マ
イスター3名、根室林務課】 
 
 

絵本の読み聞かせ 
絵本「えぞまつ」の読み聞かせ
で、木の生命の循環を伝えまし
た。細密画もポイントです。【木
育マイスター菊地】 
 
樹木とふれあおう！  
絵本「ふゆめがっしょうだん」
の読み聞かせで、冬芽への興味
を促したあと、夏の散歩コース
になっている「望ヶ丘森林公
園」に移動して、樹木や冬芽な
どの観察をしました。途中で枯
れ枝も拾いました。【木育マイ
スター萩原】（写真３） 
 
樹木のありがたさを感じよう！ 
薪ストーブで薪や拾った枝を
燃やして、お茶を沸かしました。
また、マシュマロも焼くなど、
木が生活の中で役立っている
ことを知ってもら
いました【木育マ
イスター萩原・柴
田】（写真１） 

１ ２ 

３ 

平成 24 年 3 月 7日 10:00～14:45 

標津双葉保育園（標津町南 5条西 2丁目 1-1）

<指導者の感想＞
それぞれの仕事道具を見せて自己紹
介することで森の木が木材になり、そ
れが身近なおもちゃにつながること
を子どもたちに実感してもらうこと
ができました。離れた場所に住んでい
ても、得意分野を生かしながら木の
様々な魅力を知ってもらうプログラ
ムが実施でき、木育マイスターのつな
がり、活動の可能性を感じました。 

～木育マイスター菊地

準備 
・保育園が、子育て支援センター
から木製遊具をレンタル。 
・居住地の離れた 3 人の木育マイ
スター（釧路の大工柴田氏、弟
子屈の自然ガイド萩原氏、札幌
のおもちゃコンサルタント菊地
氏）が協働で木育のプログラム
を作成。 
・振興局林務課が資材を準備、近
隣の幼稚園・商業施設等にも見
学について周知。 
 

実施 
・木育マイスターが各々の仕事と
木との関わりを話しました。 
・たくさんの木製遊具とのふれあ
いを楽しむほか、絵本の読み聞
かせをしました。 
・望ケ丘森林公園で冬芽探しや、
枯れ枝拾い。保育園前に薪スト
ーブを設置して、みんなで仲良
くティーパーティをしました。 
 

参加者 
・標津双葉保育園園児 53 名、子育
て支援センター利用者 15 名と、
各施設職員。 
・木育マイスター3名、見学者他 
・根室振興局林務課 4名。 

<施設運営者の感想＞
今回の木育教室を通じて、木育
マイスターとの知己を得たの
で、今後は施設が直接木育マイ
スターと接触して、木育活動を
進めていきたい。 

根室振興局 
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そそのの他他のの木木育育活活動動  

 
 
 

  

  

  

  

  

  



 
 

生活協同組合コープさっぽろは、平成 23 年 5

月から平成 24 年 3 月まで、西宮の沢店（札幌市

手稲区西宮の沢 3条 1 丁目 12 番 1 号）の組合員

交流室において、幼児から小学生を対象にした

「木育職人塾 森のものづくり」を開催しました。 

 

 
 
 

(株)イトーヨーカ堂は、平成 23 年 6 月 29 日～

7 月 4 日に、イトーヨーカドーアリオ札幌店（札

幌市東区北 7 条東 9 丁目）で「木育フェア in ア

リオ札幌」を開催しました。 

イベントでは木製遊具を設置した｢木育ひろ

ば｣や、輪切りの木に絵を描いてコースターを作

る木工体験、木育マイスターによる木育教室「木

が作る酸素を見てみよう～光合成を測ってみよ

う」、樹木の枝や葉を蒸留してアロマオイルを抽

出するときに出る水を使った香水づくりと試飲

体験、下川町のチェンソーカーバー木霊光さんに

よるカービングショー、道産白樺材で作られたア

イスクリームスプーンづくり、ペレットストーブ

の燃焼展示などが行われました。 

また、木育フェアの期間中は、北海道の木で作

られた木馬や積み木、車などの木のおもちゃや、

楽器、旭川家具などの展示販売も行われました。 

 
 
 
子育て情報誌発行のエミナは、平成 24 年 2 月 5

日に、札幌パークホテル（札幌市中央区南 10 条

西 3丁目）の地下 2階パークプラザで「キッズマ

イチャレンジフェスタ」を開催しました。 

イベントでは、イロイロな「育」・・「食育」、「花

育」、「木育」、「知育」、「音育」を集めてイベント

が催されました。子どもはもちろん、ママにもパ

パにも、家族みんなで楽しめるイベントで、最後

の抽選会は大人が・・・本日一番の真剣さで盛り

上がりました。 

 木育では、「木のプール」と「道南杉の積み木」

で木の温もりや匂いを感じていただく「木育ひろ

ば」を実施するとともに、木育マイスターによる

「オガコアート」や、親子でマイ箸作り、キッズ

マイ箸作り、稲わら和紙作り体験などが実施され

ました。 

木育職人塾 森のものづくり

木育フェア in アリオ札幌

キッズマイチャレンジフェスタで「木育」
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０ 
 
木育ひろばinウイングベイ小樽実行委員会（よ

うてい森林組合、後志総合振興局産業振興部林務

課）は、平成 24 年 2 月 18 日～19 日に、ウイング

ベイ小樽（小樽市築港 11）の 5番館 1階ネイチャ

ーチャンバーで「木育ひろば in ウイングベイ小

樽」を開催しました。 

イベントでは「木でつくろう！」をテーマに木

工クラフト、オガコアート、コースター・マグネ

ットづくりが行われ、「木で遊ぼう！」をテーマ

に木のプールやカプラ（積み木）で遊べるコーナ

ーが設置されました。また、ミニログハウスの組

立実演やカラマツ木製品の展示、ペレットストー

ブの展示が行われたほか、道産材を使った家具・

食器、様々な楽しいおもちゃ、北海道産の小麦粉

を使ったパンの販売等も行われました。芽森※も

出現するなど、木にふれる 2 日間になりました。 

 
 
 
木育フェスタ実行委員会（道南地域の木育マイ

スター3 名など）は、平成 23 年 10 月 8 日（土）

に大沼ふるさとの森自然学校（亀田郡七飯町字東

大沼 294－1 流山温泉敷地内）で「『木育フェスタ』

～いちにち、木の日～」を開催しました。 

渓龍太鼓で始まり、森のプレーパーク、乳幼児

のための木育コーナー、子どものイスづくり、木

にお絵かき体験教室、木のカトラリー（バターナ

イフ）づくり、道南スギとトドマツのアロマ体験、

たき火おやつ、おためしダッチオーブン、森のよ

うちえん、子ども森づくりレンジャー、木のオル

ガンの演奏、sylvan×道南杉プロジェクトなど、

「木育」に関する様々なイベントが催され、参加

者はいちにち「木の日」を楽しみました。 

 
 
 
 
オホーツク木のプラザは、平成 24 年 1 月 13 日

（金）～14 日（土）に札幌駅前通地下歩行空間 北

大通交差点広場（東）で、「オホーツク木育ひろ

ば」を開催しました。 

木製遊具（つりぼり、木ッズハウス、すべり台、

木のプール）の展示や、木工教室（貯金箱の製作）

などが行われました。 

木育ひろば in ウイングベイ小樽

木育フェスタ～いちにち木の日～

オホーツク木育ひろば～札幌駅前通地下歩行空間

※芽森：めもりー、芽森氏とも。札幌市在住（本籍苫小牧市）。「北海道の森林づくり」のシンボルキャラクター 
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手稲さと川探検隊は、平成 23 年 11 月 3 日、育児

に携わるお父さんと子どもを対象とした、「木育イ

クメン」を開催しました。 

午前は石狩市総合保健センター（りんくる）で「木

育の玉手箱」を使った木育プログラム後、木のマグ

ネットづくり。午後は明治 33 年に建てられた美登

位創作の家（旧美登位小学校）へバスで移動し、お

父さんと子どもは校庭の林でビンゴカードを使っ

た葉っぱと種さがし、カエデの種蒔き（お母さんは

ミニ珈琲教室！）、小枝に刺したマシュマロを焼き

ました。最後はみんなで体育館に移動しおたのしみ

劇場ガウチョスによる人形劇を楽しみました。 

 

 

 

 
札幌市内の子育てをする方々の交流スペース「マザーズス

ペース・ミーナ」で、「赤ちゃん木育広場・赤ちゃん木育寺子

屋」が、平成 23 年度も開催されました。 

おもちゃコンサルタントで木育マイスターでもある主催者

が、北海道生まれの「木育」についてお話ししたあと、オス

スメの木のおもちゃを紹介したり、実際に子どもたちと一緒

に自由に遊んだりと、参加した子どもたちやお母さんは、木

の音と香りに包まれてゆったりとした「木育」の時間を楽し

んでいました。 
 
 
 
(株)ハルキでは、平成 23 年 7 月 13 日に森幼稚園を、11 月 18 日に七飯ほん

ちょう保育園、認定こども園どんぐりを対象に紙芝居と製材工場見学を合わせ

た木育教室を実施しました。 

(株)丸善木材では、平成 23 年 9 月 23 日開催の「チャ

リティイベントあげぽよタウン」で木工教室を実施した

ほか、平成 24 年 2 月に釧路管内の小学校を対象とした

木育教室を実施しました。 

 
 
 
NPO 法人ねおす「大雪山自然学校」では、平成 24 年 1 月

29 日に木育マイスターによる「スノーシュートレッキング

＆クラフト体験」を開催しました。午前中はキトウシ山でス

ノーシューをはいて、夏では行けない場所を歩きながら、冬

芽の観察や木材見本を使用した森の中の木と木材について

の関係性についてのガイドを行いました。午後はクルミやエ

ゾマツなど数種類の中から好きな木材を選んで行う木のマ

グネットづくりとカンナで作る檜の箸づくりを行いました。 
 

木育イクメン～疲れたパパも木や森に癒されちゃおう！

赤ちゃん木育広場・赤ちゃん木育寺子屋

製材工場見学や学校訪問を通じた「木育教室」

スノーシュートレッキングを通じた「木育」
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資資  料料  集集  



＜＜木木育育ののププロロググララムム例例＞＞  

「「木木育育ママイイススタターーとと一一緒緒ににおおももちちゃゃとと森森でで遊遊ぼぼうう！！」」【標津双葉保育園～根室振興局】 

［最終更新日・作成者氏名］ 標津町立双葉保育園木育教室 

「木育マイスターと一緒におもちゃと森で遊ぼう！」 2012.3.5.17:00 萩原寛暢

［ 日  時 ］ 平成 24 年 3 月 7日（水） 

［活動地域］ 標津町立双葉保育園周辺、 

［ 参 加 者 ］ 【午前】4歳児：14 名、親子交流館利用者：数名、5歳児：16 名 

【午後】5歳児：16 名 

［ スタッフ］ ＜木育マイスター＞菊地、柴田、萩原 

＜保育士＞●●先生＋数名 

＜根室振興局＞3～4名 

［ 参 加 費 ］ なし 

［ ね ら い ］ 木育マイスターがそれぞれの「仕事」を見せることで、「樹木（森にある木）」と「材（お

もちゃ）」がつながっていること、木は有用であることが感覚的にわかる 

［ 時  間 ］ ［内 容］ ［場所］ ［準備物］ 

09:30 スタッフ集合、適宜打合せ、準備など 双葉保育園  

10:00-11:00 

 

 

※11:20まで延び

でも対応可能（こ

の後に給食時間） 

はじまりの挨拶 

・●●先生よりマイスター3名の紹介 

 

木育マイスターってなに？ 

『私たちは「木」と一緒にお仕事をしています』 

・それぞれにお仕事を紹介（3分くらい） 

１）萩原：自然ガイド（自然が好き。森を歩く） 

 →ガイドの道具（図鑑など小道具類） 

 ⇒森にはたくさんの種類の木が生えているんだよ 

 

２）柴田：大工さん（木を使って家を建てる。木工が得

意） 

 →家を建てる時に使う材料、道具類（腰袋も） 

 →廃材を使っておもちゃを作っている 

 ⇒木は私たちの暮らしに役立っています 

 

３）菊地：先生の先生。子どもやおもちゃのことを教え

る  

 →音や動きを楽しむおもちゃの紹介 

 →日本の木を使って作家さんが思いをこめて作ってい

るおもちゃです 

 ⇒木のおもちゃはみんなと仲良し！ 

 

木おもちゃで遊んでみよう！ 

『今日は木のおもちゃをたくさん持ってきました！みん

なで遊んでみましょう！』 

・木のおもちゃ、木製砂場で遊ぶ（保育士さんに砂場な

どでの安全管理をお願いしたい） 

・マイスターは、持参した道具に興味を持ってきた子ど

もがいれば相手をする。様子を見て適宜木のおもちゃ

で遊んでいる場所へ。 

・ 

※11:00 ちょうどで終わらせるか 11:20 まで延ばすかは

現場の様子をみて調整 

 （「えぞまつ」という絵本がある（ただし長い） 

 

おわりの挨拶 

・子どもの感想を何人かに聞いてみる 

 ⇒たくさんの木の種類があって、木は楽しくて私たち

保育園ホー

ル 

 

プログラム 
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の役にたっている 

 11:20 頃から給食準備（ここまで延びても対応可能） 

スタッフ休憩 

  

13:00-14:45 

 

 

※15:00からおや

つの時間 

【午後の部：通常のプログラム】 

はじまりの挨拶（年長組保育室）※ホールは昼寝の場所 

・もう一度マイスターの自己紹介（挨拶程度） 

・絵本の読み聞かせ「ふゆめがっしょうだん」（萩原）

 →「冬には冬芽があるらしい、しかも色々な表情があ

るようだ。みんなが夏にお散歩に行っている望ヶ丘

はどんなふうになっているのだろう？出かけてみよ

う！！」 

 

移動（保育園→望ヶ丘森林公園）徒歩 5分程度 

 

樹木とふれあおう！（1時間程度） 

・冬芽さがし 

 →大人は、見つけたものには冬芽に限らず全力で共感

  枯れ葉なんかも見つかると思います。 

 →園児が行くほうへ大人もついていく（※雪深いで

す！） 

 →今日は特別に枝を拾って帰っても OK！（ただしもっ

て帰れる大きさ） 

 ⇒樹木にはたくさんの表情があるんだね。冬はこんな

姿をしているんだね。 

 

※雪が深いです（大人が埋まります） 

※頭上に落ち枝が引っかかっている場合あり。要注意 

 

移動（望ヶ丘森林公園→保育園）徒歩 5分程度 

 

樹木ありがたさを感じよう！ 

・焚き火タイム 

 →焚き火台 or 薪ストーブ（萩原持参）で拾った枝を燃

やしてみる乾燥した薪も持参します） 

 →お湯を沸かしてお茶をいれる 

 ⇒木は燃える。燃えると役に立つ 

 

おわりの挨拶 

・マイスターそれぞれから挨拶とメッセージ 

 

望ヶ丘森林

公園 

→夏場はお

散歩コース 

 

13:00-14:45 【午後の部：荒天時のプログラム】 

はじまりの挨拶（年長組保育室） 

※午前中と同じ流れで実施する。柔軟に展開。 

 

＜菊地＞ 

木の砂場、積み木、バランスゲームなど 
木のおもちゃで大人も一緒にコミュニケーションをとる

「木育の玉手箱」の中の木に対応した葉（ラミ済み） 
 
＜柴田＞ 
仕事で使用する道具類など 
 

＜萩原＞ 

冬芽のサンプル 

絵本「ふゆめがっしょうだん」 
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＜＜木木育育イイベベンントトにに必必要要なな経経費費＞＞  

 木育イベントには、木工教室の材料費や森林散策の観察資材、植栽木の苗木代、木製遊具の購入・レ

ンタル料の他に、木育マイスターへの謝金、旅費などが必要です。 

材料費  

備品費 

又は 

賃借料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

謝 金 講師（木育マイスターなど）にもよりますが、1回 1～2万円がかかる場合があります。 

※木育マイスターは、木育イベントの企画・運営（得意分野や経験を生かして自ら活動した

り、コーディネートを行います）、木育プログラムの開発などを行います。 

旅 費 公共交通機関、自家用車利用の場合には、交通費の実費がかかります（但し、遠隔地の場合

には航空機の料金や、宿泊費などがかかる場合があります）。 

※「木育教室」など、木育イベント実施の際の参考としてご利用ください。 

木のスプーンづくり（60 名分） 

金額 4 万円程度 

資材 スプーンづくりキット、刷毛、エゴ

マ油、古新聞など。 

木製スクラップブッキング（40 名分）

金額 3 万円程度 

資材 フォトスタンド、イーゼル、マスキ

ングテープ、色画用紙など。 

木のコースターづくり（40 名分） 

金額 2 万円程度 

資材 木のコースター、マジックなど。 

オガコアート（40 名分） 

金額 2 万円程度 

資材 オガコ、ポスターカラー、木工用ボ

ンド、透明パック、布テープなど。 

木のマグネットづくり（40 名分） 

金額 1 万円程度 

資材 木のマグネットづくりキット（又は

木片、マグネットシート、紙やすり）など。

木製遊具のレンタル１（2日間） 

金額 3～5 万円程度～ 

資材 木の砂場やすべり台、輪投げなど。 

 

 

 

 

 

※取りに行く場合を除き、配送料が別途発

生します。（北見～札幌往復で 10 万円程度）

木製遊具の購入 

小型の木製遊具 

金額 数千円～2万円程度 

 
 
 

 

 

大型の木製遊具 

金額 200 万円前後～数千万円 

 

木製遊具のレンタル２ 

金額 無料（配送料別途） 

資材 小型の木製遊具 数十点。 

林業木材課では、道主催、又は木育マイス

ターによるイベントに、無料で小型の木製

遊具やルーペなどを貸し出しています。 

※取りに来られる場合を除き、配送料が別

途往復数千円程度発生します。 

落ち葉のラミネートづくり（40 名分）

金額 1 万円程度 

資材 ラミネーター、ラミネートフィルム、

マジック、葉を乾かす古新聞など。

絵本の読み聞かせ・紙芝居 

金額 数千円程度 

資材 絵本、紙芝居（枠含む）など。

森林の散策（20 名分） 

金額 数千円程度 

資材 虫眼鏡、ルーペなど。※活動によっ

ては別途傷害保険の加入をお勧めします。 

植樹・育樹体験（20 名分） 

金額 数千円～数万円程度（現地までの移動手段や、活動内容により大きく異なります）

資材 苗木、スコップ、枝打ち鋸、ヘルメットなど。他にバス借上料などが必要です。 
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